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平成10年度の学習指導要領の改訂（14年度実施）において、「ゆとりの教育」から「学校週５日
制の完全実施」、課題を設定し、問題解決能力を高める「総合的な学習の時間」等、これまでまっ
たく置かれなかった教育改革が出発した。それに伴い、道徳教育も「生きる力」に主眼を置いた改
訂が行われつつある。子どもの問題はこれに至るまでどのような経過をたどり、道徳教育は現実に
どのように改訂され、どのような課題があげられるかが問題となる。本稿では、心理的な問題解決
の援助を行う心理療法の問題と相まって、これらを分析し、道徳教育全般についての重点事項をあ
きらかにする。
平成８年７月の中央教育審議会第一次答申において、提言された新学習指導要領が平成14年度か
ら実施され、「ゆとり」の中で自ら学び自ら考える力などの「生きる力」の育成を基本とし、教育
内容の厳選と基礎・基本の徹底を図ること、一人ひとりの個性を生かすための教育を推進すること、
豊かな人間性とたくましい体をはぐくむための教育を改善すること、横断的・総合的な指導を推進
するため「総合的な学習の時間」を設けること、完全学校週5日制を導入することなどが実施され
つつある1）。
もちろん道徳教育も、「生きる力」の育成を図るための教育課程の改善が行われつつある。第一
のねらいは「豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日本人としての自覚」である。そして、国
際社会とは現在の情報化による国を超えた流通化が主体にあり、その傾向は今後ますます拡大する
という前提がある。さらに、その中で生きて行ける能力が必要不可欠になることはいうまでもない。
また豊かな人間性や社会性とは「人間として、また社会の一員として主体的に生きるための資質
や能力であり、豊かな道徳性」を意味する1）。そのためには「特に社会生活上のルールや基本的な
モラルなどの倫理観、わが国のよき文化や伝統を尊重し、継承・発展させる態度や国際協調の精神
の育成などに留意する」ことが強調されている。このような改革の背景として、文部省は「受験戦
争の加熱化、いじめや不登校の問題、学校外での社会体験の不足など、豊かな人間性をはぐくむべ
き時期の教育に様々な課題があり、これらの課題に適切に対応していくために、今後における教育
の在り方についての検討が求められている」と言っている2）。
確かにこれらの課題は事実であり、深刻であることは言うまでもない。しかしながら、それらが
「社会生活上のモラル、倫理観、文化や伝統」と結びつけることには、抵抗を禁じ得ない。
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例えば、「大和」という言葉がある。事実、わが国は「大和の国」と呼ぶ時期を過ごしてきた。
「大和魂」は、戦前の「修身」という教科における一大徳目であり、文化であった。しかし、それ
が一丸となって外国に対する戦意を高揚し、「国のために戦う姿勢」であったことを、戦後60年を
迎えるわが国民の多くが、忘れようとしているかの印象を受ける。本来、「大きな和」とは異なっ
た意見を共有する場つまり止揚が行われる場であり、創造的でなければならない。しかるに、反対
にディベートや論争を遠ざける意味に用いられる感がありはしないだろうか。
その背景として、実際、わが国国民が疲れている気がしてならない。それは、今まで戦後の挫折
を経て諸外国に追い付こうとする経済力重視の意識の中で、生産力にのみ囚われ、遮二無に働き、
「せめて一戸建ての家を持ち、一流企業や公務員になり、安定した収入を得ようとする」中の上流
意識に根ざした結果、土地が高謄し、価値もない物件に高額な担保価値を付け、実態のない経済交
流のみ行われた「バブル経済」の後遺症とも言えよう。その時作られた不良債権は10年を経た現在
も、まだ清算されたとは言えない。
21世紀が始まった今、経済活動は、真に個人のニーズにあったものを生産し、販売せねば成り立
たない。創造性が必要とされ、固定観念に縛られない、発想力と行動力が求められていると言えよ
う。これらが今後の経済社会で生きるための能力と言えまいか。
事実、道徳教育も「生きる力」を育成する趣旨のもと、その基礎基本を充実させることが謳われ
ている。ここでの「生きる力」とは、「変化の激しい社会において、いかなる場面でも他人と協調
しつつ自律的に社会生活を送れるようになるために必要な、人間としての実践的な力であり、豊か
な人間性を重要な要素とする」と言われる3）。ここでの子どもたちに必要とされる「生きる力」の
核となる豊かな人間性とは、
ａ　美しいものや自然に感動する心などのやわらかな感性
ｂ　正義感や公正さを重んじる心
ｃ　生命を大切にし、人権を尊重する心などの基本的な倫理観
ｄ　他人を思いやる心や社会貢献の精神
ｅ　自立心、自己抑制力、責任感
ｆ　他者との共生や異質なものへの寛容
などの感性や道徳的価値を大切にする心であると捉えられる。このような力を育てるのが、心の
教育であり、道徳教育と言われるのである。
これを見ると、個性を尊重し、感性を豊かにするという方向性とともに、個人の権利を主張する
のではなく、社会や国への義務を果たすという志向が認められる。実際ボランティア活動の名のも
と、高校や大学における奉仕活動を単位として認定し、半義務化する方向性が文部科学省から打ち
出されている。
これが本当に人間性を高めることになるのか。さらに、子ども達が今後の社会において「生きる
力」となりうるかが問題となろう。本稿では「生きる力」が出てきた背景を探るとともに、道徳教
育における「徳」とは何かを心理療法の関連から、わが国の文化に根ざした形で追求する。加えて、
現学習指導要領における道徳教育の特徴、現場で行われつつある「教育改革」の具体的方策である
『心のノート』4）について考察し、「子どもの心の問題と道徳教育のあり方」について、提言を行う
ものである。
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平成14年度施行の「学習指導要領」の「ゆとり」の中で自ら学び自ら考える力などの「生きる力」
の育成を基本的眼目とすることには、わが国のこれまでの教育改革のあゆみがある。その流れと社
会的背景を述べ、真に求められる要点を明らかにしたい。
第一の教育改革は、1872年（明治5年）に公布された「学制」において、初代文部大臣『森有礼』
が就任し、新政府のもとで、全国で統一的な教育が開始されたことをあげねばならない。この後、
「修身」が教科として設置され、画一的な「道徳的徳目」を身につけることが進められた。
第二の教育改革は、第二次世界大戦の敗北による「戦後民主主義教育」の導入である。ここでは、
全体主義的戦意高揚を促すために重要な役割を持った「修身」が廃止され、「道徳」が出発した。
占領軍のもと「日本国憲法」が公布され、1947年に「教育基本法」が施行された。それに伴い「学
校教育法」も制定され、「教育の機会均等」「六・三・三制」が始まった。1948年には、「教育勅語」
の全面撤廃が決定され、戦後民主主義教育がスタートした。
日本人は戦後民主主義、自由競争のもとで必死に働き、復興を遂げて行くことになる。それに伴
い学校教育の量的な拡充が図られ、高校進学率は90％を超え、大学進学率も50％に近づく。しかし、
受験競争の激化、さらに「家庭内暴力の出現」「校内暴力の頻発化」「登校拒否の増加」等が目立ち
始める。
こうした状況を鑑み、1984年に首相『中曽根康弘』が首相直轄の諮問機関として、「臨時教育審
議会」を設置。1985年から1987年の答申で、「学歴社会の弊害の是正」「単位制高校の設置」「大学
設置基準の大綱化」「生涯学習体制への移行」等、「個性化」「自由化」がキーワードとなっている。
これを、第三の教育改革と呼ぶことができるとすれば、今回の学習指導要領の「ゆとりの中で生き
る力を身につける」も、その潮流に乗っているということができよう。
しかし、「臨時教育審議会」から始まった「個性化」「自由化」の改革も、登校拒否および不登校
（1998年呼称が変わった）が、2002年現在13万人を超え、「引きこもり」「17歳の犯罪、凶悪事件の
低年齢化」等、その効力が認められない状況にある。
これを受けて、故小渕首相の諮問機関「教育改革国民会議」が2000年に発足し、「時代に合わせ
た新しい学校づくりの提案」「個性と創造性を育む教育システム」さらに「奉仕活動によって人間
性を高める必要性」が協調された。これは、「個性化」「自由化」の推進では、「不登校」「いじめ」
「暴力」等の問題に対応できないことを示しており、前章で挙げた「道徳教育」の推進がさらなる
眼目であることを示している。
道徳教育では、目指す内容を「道徳的価値」と表現する。従来の「徳目」という呼称では、修身
教育の妄想がつきまきとう懸念から、このように呼ばれた5）。よって、道徳的価値を高めることが
道徳教育の目標であり、価値観が個人的なものであるから、個を重視しまたは個から出発して、奉
仕活動や社会や国への義務を果たす価値を植えつけようとする意図が存在しているように見受けら
れる。
しかしながら、その目指す内容を道徳的価値としても、徳の字は、従来、国を治める者にとって、
持つことが必要とされる意味があったのではないか。「徳」という字について、井沢元彦がつぎの
ように述べている6）。
「徳」という字を漢和辞典で引くと、
①　品性として先天的または後天的に身についているもの
２．「生きる力」の社会背景と「徳」の危険性
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②　品性を向上させるために人の習得すべきもの
③　真理、おしえ、めぐみ、幸い
つまり、人間の品性（人品、人柄）にとって最も大切なものが「徳」なのである。そしてそれが他
者の幸福をももたらす。中国には、天上相関という思想がある。それは「天と人との間、すなわち
自然現象と人事の間に、因果関係の存在」を主張する。具体的に言えば君主の政治の善悪が自然界
の吉祥や災異を招くという思想である。さらに、具体的に言えば、疾病や飢饉や地震は君主の徳に
関わっている。君主に徳があれば、それらの災いはなく、災いがあれば「不徳の致すところ」とな
る。これは儒教の中心思想となり、わが国にも根づいていまいか。
このような「徳」の解釈からするならば、その目指す価値が「奉仕活動や社会や国への義務を果
たす」ことに偏る危険性は十分に考えられる。
筆者はここで「奉仕活動やボランティア」を否定するものでは決してない。問題は、それらの目
標にとらわれ、個人の幸福や充足感を満たし、品性が備わり、他者への奉仕に達する過程を飛ばし、
滅私奉公が奨励されることにある。例えば、中国と日本では、高校生のボランティア参加率が著し
く違うと言われる。もちろん中国が高く、日本が低いのである。ある大学の留学生の論述試験に、
この事実をどう考えるかを問うたものがあった。その際、中国人留学生の多くが、「中国では、高
校生のボランティア活動が義務的に行われており、自主的な参加ではないこと、率は低いが日本の
強制力のない活動が自然であること」を強調していた。
確かに、子どもが社会や国に奉仕し、また、ボランティア活動に従事する姿には美しさがあり、
価値を感じずにはいられない。しかし、それは個人の幸福を犠牲やないがしろにして成り立つもの
であってはならない。
ここで、井沢氏の論著7）をもとに、わが国の歴史上もっとも徳があると認められる人物について、
その臨床心理的な分析を事例として取り上げたい。
その人物は生前、『厩戸の皇子（ウマヤドノミコ）』と呼ばれた。その死後、聖徳太子と呼ばれる
ことになる。
「一度に八人の話しを聞いた」といい、「日本仏教の祖」「官位12階」「憲法十七条」などの偉大な
業績を有し、幼少の頃から、偉大な逸話が多くある。
「二歳の時、合掌して『南無仏』と唱えた」
「三歳の時、桃と松とどちらが好きかと聞かれて、桃の盛りは一時だが松葉は永遠に青いと答えた」
「四歳の時、いたずらをしていると父が来て、他の兄弟達は逃げたのに、一人だけ残り、罰を神妙
に受けた」
「十四歳の時、父が病になり亡くなった際、昼夜分かたず父の病気平癒を祈った」
等である。
そして現代、一世代前の一万円札の肖像に使われていた。もし十万札が作られることになれば、
再び肖像が使われると言われるほど、その歴史的に人格高潔、品性に優れた人物である。
実は、ある時期、その厩戸の皇子がノイローゼ（心因性疾患、ストレスが原因で、不眠症、大腸
性過敏性症候群―下痢が止まらない、無気力になり何もする気にならない等）であった言われる。
では、彼がノイローゼになった時、どのような状況にあったのか。この皇子は、第29代欽明天皇
の孫、31代用明天皇の子どもであった。30代の敏達天皇は伯父、32代の崇峻天皇は叔父、33代の推
古天皇は叔母であった。
実は、叔父の崇峻天皇がなくなると、次の天皇を誰にするか、意見が別れた。この時代では、男
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子が皇位を継ぐことが慣例であり、太子の父は次男、叔父の崇峻天皇は三男である。長男である第
三十代の敏達天皇には、竹田の皇子という子どもがいた。まだ幼かったが、母親は額田部皇女、後
の推古天皇であり、太子にとっては叔母にあたる。
夫婦である敏達天皇と額田部皇女は異母兄弟であったが、この時代はタブーではなかったらしい。
この二人の子どもである竹田の皇子をつぎの天皇とするため、母親の額田部皇女が即位し、推古天
皇となる。その時、厩戸の皇子も用明天皇の実子であり、19歳という青年であった。その後の彼の
活躍からしても、聡明かつ品性の高い青年であったと推測されるが、しかし彼は天皇として即位し
なかった。
なぜか。その頃は、大陸との対立の時代であったとも言われる。崇峻天皇が亡くなる前に、いや
皇子が少年の頃より、蘇我氏と物部氏を中心に仏教をわが国に取り入れるかどうかの崇仏戦争が起
こっていた。太子は仏教を取り入れるべしとする蘇我氏につき戦った。蘇我氏が勝ったのだが、こ
の仏の恩に感謝してたてられたのが、大阪の四天王寺だと言われる。まさしくこの時代は、多くの
利権の衝突が予想される。
そして、厩戸の皇子は有力者（蘇我の馬子）の娘と結婚した。しかし、この結婚は幸せなもので
はなかったと言われる。妻との間には、子どもを一人作ったものの、叔父の崇峻天王を暗殺したと
目される東漢直駒（やまとのあやのあたいこま）と駆け落ちし、父親である蘇我馬子によって切り
捨てられるという事件が起こった。『日本書記』によれば、この暗殺を仕組んだのは実は、蘇我馬
子だったと記されているという。実に複雑な話しとなる。
とにかく、叔父の崇峻天皇がなくなった時、皇子自身も天皇の有力候補であった。しかし、叔母
がそれを許さなかった。額田部皇女と敏達天皇（皇子にとっては、伯父と叔母)の子どもである竹田
の皇子を天皇にするためだった。しかし、まだ幼少だったので叔母自身が即位し（日本の歴史史上、
初めての女帝）、推古天皇になってしまう。
皇子自身、優秀だったからか、蘇我氏の策謀か、他の役人が推したからか、自身が望んだからか、
権威を望まない人格者だったからか、叔母にとってもかわいい甥っ子だったからか、天皇の補佐役
の摂政に任じられる。
常識で考えて、自身が望んだ線はないと思うが不明である。事実この後、ノイローゼになってし
まう。ただこの病気は「解離性障害」（ヒステリー）のように、他者を攻めるようなものではなく、
自身を攻めるもの（例えば、うつ病）のようであったことは容易に想像できる。なぜなら、解離性
障害には、辺り構わず怒鳴り散らすというように他者を困らせる行動障害が生じ、「あの皇子はご
乱心した」となるからである。しかしながら、これだけ利権や思惑が入り組み、不幸がみまえば、
人間ならば普通ノイローゼ（心身症）にもなる。なおさら普通以上の感受性を持つ人間なら、精神
的にノイローゼになる。
そして「風土記」の記録をたどれば、聖徳太子が道後温泉で療養にはげんだことが記されている。
そこには、医師でありカウンセラー（今で言うなら）でもある僧侶と、もう一名気心の知れた家来
であり、友が随行した。その年月はわからないが、数年にも及んだと言われる。温泉だけで、心の
傷が癒えるとは思われないが、今と違って遠く離れれば情報も届かない。自分に対する悪口や評判
は聞こえてこなかった。それは、体にも心の健康にもプラスに働く。
さらにその間に、彼を取り巻く状況が変わった。つぎの天皇と望まれた伯父と叔母の息子、竹田
の皇子が亡くなってしまう。母である推古天皇の悲しみは想像できる。さて、その悲しみの最中で
も、つぎの天皇は決めねばならない。
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そこで見回せば、厩戸の皇子（聖徳太子）がいる。甥であり、優秀、人格者? 。推古天皇にした
ら、彼を大切にしない手はない。「政治のすべてをまかせるから、帰って来なさい」となろう。
その後、厩戸の皇子は数々の業績をあげることになる。天皇にならなかったのは、推古天皇より
先に亡くなったからだと言う。
しかし、その死にもかなりの謎がある。病死、暗殺、自殺等である。とにかく厩戸の皇子は、そ
の後聖徳太子と呼ばれ、もっとも徳のある人物として、尊敬されるようになったことは事実である。
ここで述べたいのは、徳のある人物が心の病気を患ったことである。その時、彼はおそらく、自
身の気持ちと直面したこと、複雑で狂気とも呼べる環境の中で、その逆境さえも変えようと努力し、
成果を挙げた点である。お札の肖像になった人物で、筆者が知る限り新渡戸稲造はうつ病、夏目漱
石は妄想性神経症であり胃潰瘍で亡くなっている。
聖徳太子とは、二人とも時代が違うが、自分自身に直面し、病気と戦ったことに関しては共通し
ている。
情報化時代の現代、子どもも大人も、自身がどう生きたいか、どうありたいか、どのような状況
なのか、目まぐるしいために自分と直面できない。その中での道徳における「徳」とは、自分が置
かれている状況において、自身をどのように見つめ、自身を変えるために律したり、環境に働き、
それを変える努力をすることにあるのではないか。
道徳の内容構成はつぎの4つに集約される8）。
①　主として自分自身に関すること。
②　主として他の人とのかかわりに関するたと。
③　主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること。
④　主として集団や社会とのかかわりに関すること。
まさしく、聖徳太子は、心の病気療養の数年間、自分自身、他の人、集団や社会（日本国）のこ
と、仏教を通じて、自然や崇高なものとの関わりを考え、直面し、成長したのではないか。彼が心
の病気になるほど正直で、自身を攻めたからこそ、その後、多くの社会的功績を残せたと考えられ
よう。
これから、こころの疾患に対応する心理療法は、徳を得る、育てる意味で多くの知見を得るため
のものとして捉えられる。
こころの病、疾患と言うと、一般的に社会的な落伍者、問題者としてのイメージがある。「その
技法を道徳に使うなどとんでもない」と批判される方がいるかもしれない。しかし、逆に、そう言
われる方にこそ、「健全な人格を有していても、状況によって病になり、その克服によってより柔
軟かつ精密な心理機構の獲得が得られる」という認識を持っていただけないだろうか。つまり自身
が傷つき病んだ経験によって、他者のこころの痛みを分かろうという姿勢が獲得され、こんなこと
を言えば相手が傷つくとか、力を得る等、想像力と共感性が豊かな人物になる可能性がある。
平成14年度から、道徳教育の一環として『心のノート』が配布された。これは、児童生徒が身に
つける道徳の内容を児童生徒にとって分かりやすく書き表し、道徳的価値について自ら考えるきっ
かけとなり、あわせて学校と家庭等が連携して児童生徒の道徳性の育成に取り組むための橋渡しと
なることを意図している9）。
３．「こころのノート」にみる「道徳への心理療法からのアプローチ」
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そのため、つぎの３つの特徴を有している10）。
①　自学自習ノート－子ども一人ひとりが道徳的価値について興味を持ったとき、自ら学ぶため
の冊子。
②　生活ノート－子どもが自己の生活や体験を振り返り、記録することのできる心の記録となる
冊子。
③　心の架け橋－学校と家庭（及び地域）が心の教育を話題にし、共に子どもの心を育むための
冊子。
さらに、例えば道徳の指導の中での用い方・用いる（ことのできる）場面等について、つぎのよ
うに挙げている11）。
事前　◎　道徳の時間の前（事前）の中で
・意図的な投げかけで問題意識を高める　　・体験等の記入を促す
導入　①　導入段階の題材として
・学習の問題作りに生かす　　・主題への方向づけに生かす
展開　②　中心となる資料の補助資料として
・話し合いの深化に役立てる　　・資料内容の補強や補助として用いる
③　体験等の交流の際に
・体験したこと、記述したことを交える　　・体験記述への誘いをする
終末　④　終末の資料として
・学習した内容の明確化を図る　・まとめの説話の題材とする
・今後の活用を投げかける　　・家庭で用いることを推奨する
事後　◎　道徳の時間の後（事後）の中で
・授業につなげて取り上げる　・家庭や日常での活用をさらに促す
さらに留意事項として
①　中心となる資料としてではなく、補助的な資料として用いるように心掛ける。
②　「心のノート」への記述は道徳の中で行うこともあるが、日常の中で行うことができ
るように促すことが望ましい。
とある。
つまりこれまでの道徳の授業が資料に頼り、一方通行の授業形式で行われている現状に対し、教
科を道徳に縛られず、場面を家庭等にも広げ、日常の中で道徳性を具体的にかつ確実に身につける
方策として、この「心のノート」が作られたことが分かる。
具体的に「心のノート」を見る12）と、「元気ですかあなたの心とからだ」という単元には、目覚
めた時、歯磨き、朝食、部活、授業、通学、就寝等のイラストと共に「元気は、目に見えないたか
らもの。あなたの元気できっとだれかが勇気づけられます。そしてだれかの元気があなたの心を明
るくします。」という文とともに、「自分で決めた時刻に起床・就寝」「朝食はしっかり食べる」「礼
儀正しいあいさつ」「身のまわりの整理整とん」「時間を無駄にしない」「金銭の無駄遣いをしない」
「健康的な生活を心がける」という項目に、それぞれ「自己チェック（％）」「反省点」の項目があ
る。「自分自身」の項目で「基本的生活習慣」を整えるための具体的ツールである。これは、学校
ばかりでなく、家庭でも記入できる形式をとっている。
これまで、このような具体的なツールは、道徳教育にはなかった。心理療法における行動療法の
手法の応用とも言える。
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事実、作成協力者会議委員の座長である河合隼雄氏は、「『心のノート』は、道徳を押し付けとし
てではなく、自分の心、他人の心、その触れ合いということを通じて、児童・生徒が自ら自分の行
為について考え、決意するための、多くのヒントを準備している。これが適切に活用されることに
より、わが国の道徳教育が、大いに活性化され、教師にも児童・生徒にも生き生きとした時間とし
て、体験されることを期待している」と述べている13）。
河合氏の専門は臨床心理学であり、氏がその見地から『心のノート』さらに道徳教育に対し、多
くの危惧と充実のための努力を垣間見える。河合氏が実際に『心のノート』を用いて、小学校の教
育現場で授業を行い、その価値を宣伝している14）。
つまり、臨床心理学は人間が逆境（日常的な混乱等）で心身的なペナルティを負った際に、治
療・援助するものである。これからも「臨床心理学」の知見が道徳教育に対し、具体的な技術を提
供していると言えよう。
ただ、この『心のノート』に賛同できない点は、二点ある。
一つには、この資料が追加される点であり、学校教育の中で削除されスリム化されるもの少ない。
実際補助としてではなく、主に使うと言われた方が学校現場ではありがたい。つぎからつぎへと忙
しい現状が学校現場にはある。
二つには、学校だけでなく家庭にも範囲を広げ道徳教育を行うとしても、家庭にその力のない保
護者がいないだろうか。つまり、病んだ子どもの家庭も病んでいないだろうか。道徳教育はそのよ
うな子どもに必要であり、学校で渡された『心のノート』はそのような子どもの保護者には渡らな
いことが多いと考えられる。筆者は保護者への教育について、子どもを持つ前、妊娠した時から、
いやそれ以前から始めなければならないと考える。
大人になっていない保護者に対する教育と福祉を連動した取り組みが今求められている。
平成14年度から実施されている新しい教育課程では、道徳教育は学校の教育活動全体を通して行
われることが謳われている。例えば、ホームルーム等の特別活動、総合的な学習の時間などである。
また、家庭と学校をつなぐ具体的なツールとして「心のノート」が作られた15）。
その視点としては、つぎの４つが挙げられる。
①　主として自分自身に関すること。
基本的な生活習慣、粘り強さ、勇気、夢や個性
②　主として他の人とのかかわりに関するたと。
相手への思いやり、助け合い、そして感謝する心の大切さ
③　主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること。
自然を大切にする心、生命の尊さを感じる心、気高いものに感動する心
④　主として集団や社会とのかかわりに関すること。
集団のルール、役割や責任、集団や社会に親しむ心
これを見ると、①、②、④については、心理療法の手法が重複する。
しかしながら、「学校は病院ではない」とする意識や批判が心理療法と道徳教育を遠ざけている
感がある。確かに、心理療法は精神疾患の治療に用いられる。しかしながら、本稿でとりあげた聖
４．おわりに
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徳太子のように、精神疾患を克服し、偉大な業績を残し、真に徳のある人物と呼ばれる例がある。
逆境や挫折のまったくない人生は存在しない。心に傷を持ちながら、より気高い心境に達し、社会
貢献等の行為を成す人物は多いのである。
子どもの心の問題に焦点を合わせる点では、道徳教育も心理療法も同じであろう。
特に、日本の若者は、「目を閉じて未来を思い描いて下さい」という問いかけに、「自身の喪失」
が感じられると言う。その背景には「おそらく自分の個性や人間性をいかに表現すればいいか考え
る機会がない」という指摘が存在する16）。わが国自体が社会的閉塞感を有し、それが凝縮されてい
る場所として学校が指摘できまいか。ならば、心理療法の視点が学校に必要であると、余計に感じ
ざるを得ない。
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